
重点的取組　（６）あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 168

１　事業の概要
Ⅲ 基本的な課題 7 施策の方向 ① 施策番号 1

決算額計(千円)

①増加を目指しま
す
②増加を目指しま
す

実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ―

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ―

8 ○

9 ―

（2）改善点等

指標名等

①社会全体で男女の地位が平等となっていると思う人の割合
（男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査）
②女性の権利に関する法制度の認知度（男女共同参画社会
の実現に向けての県民意識調査）

目標

【フェスティバル2017＆ネットワーク会議】
　午前は、気象予報士の天達武史さんの講演会、午後は、ワークショップ（6団体）とネットワーク会議を開催した。
【情報誌】
　「ｅパートナーちば」を、9月末と3月末（各12,000部）の年間2回発行した。

★視点２　受益の公平性

＜改善した点＞
【フェスティバル2017＆ネットワーク会議】
　事前申し込み不要・出入り自由な企画を増やし、イベントに参加しやすい工夫をした。
【情報誌】
　幅広い世代、ニーズに合わせた内容を掲載することにより、あらゆる人への参画を啓発することができた。
＜課題・今後改善すべき点＞
【フェスティバル2017＆ネットワーク会議】
　あらゆる人が参加しやすくなるよう魅力ある講演会やワークショップの開催等、更なる工夫をしていく。
【情報誌】
　より幅広い世代に読んでもらえるように、掲載内容や紙面構成を更に工夫していく必要がある。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか

チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

数値目標など

事　業　名 男女共同参画センターにおけるフェスティバルの開催、情報誌の発行

担　当　課 男女共同参画課（男女共同参画センター）

基本目標

当初予算額計（千円） 2,222 2,155

事業の概要・目的

【男女共同参画フェスティバル】
　県民に、男女共同参画への理解を深めていただくことを目的とした、「男女共同参画フェスティバル」を開催する。
【情報誌の発行】
　男女共同参画を推進するため、男女共同参画センターの事業内容や、男女共同参画に関する情報等を掲載した情
報誌を、年２回（各12,000部）発行する。
　市町村や男女共同参画関連施設等への配布、及びホームページへの掲載により、広く県民に対し広報・啓発を行う。
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重点的取組　（６）あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 169

１　事業の概要
Ⅲ 基本的な課題 7 施策の方向 ① 施策番号 1

決算額計(千円)

863人以上 実績 656人

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ―

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ―

（2）改善点等
＜改善した点＞
　「女性リーダー養成講座」は、活動実績を問わず意欲のある女性に受講してもらえるよう、受講要件の見直しを行い、人材育成
機能の強化を図った。
＜課題・今後改善すべき点＞
　各種講座の参加者を更に増やすため、今後も講座内容や開催日等の見直し、広報の方法等を工夫する必要がある。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 千葉県男女共同参画センターの研修等参加者数

目標

【男女共同参画シンポジウム】
　企画会社タクト・プランニング代表取締役社長、深澤真紀さんによる講演会と、「多様な生き方」をテーマとした鼎談を行った。
【関係機関との連携講座】
・大学等との連携
　順天堂大学と共催し、「ヒップホップを踊って楽しく体力づくり」として、体力づくりを目的としたダンス体験講座を実施した。
　県立保健医療大学で開催する公開講座に合わせて、パネル展示及びアンケートの実施、男女共同参画関係の資料を配布する
ことで、ライフスタイルや意識を探り、男女共同参画への動機づけの場を提供し、男女共同参画について周知した。
・地域団体等との連携
　千葉商工会議所と連携して、起業にまつわる体験談についての講演を実施した。
【女性リーダー養成講座】
　地域活動の場などにおいて、リーダーとして活躍する人材育成を目的に講座を行った。（全4回）

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 各種講座・研修会の開催

担　当　課 男女共同参画課（男女共同参画センター）

基本目標

当初予算額計（千円） 954 968

事業の概要・目的

　男女共同参画社会の実現を目指し、県民意識の醸成や人材育成を図るため、県民ニーズに対応した、各
種講座を企画運営する。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
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重点的取組　（６）あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 170

１　事業の概要
Ⅲ 基本的な課題 7 施策の方向 ① 施策番号 1

決算額計(千円)

月2回発行 実績 月2回発行

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2 〇

3

No. チェック

4 -

5 -

6 -

No. チェック

7 〇

8 〇

9

（2）改善点等
＜改善した点＞
　県内における男女共同参画に関する記事の充実を図るとともに、メールマガジンのチラシをイベント等で配布し、参加者に登録
を呼びかけた。

＜課題・今後改善すべき点＞
　男女共同参画に関する情報を周知するため、更なる掲載記事の拡充と登録者数の増加を図る必要がある。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

目標

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか
メール配信のため登録者の性別は把握して
いない。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか
メール配信のため登録者の性別は把握して
いない。

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

★視点２　受益の公平性

企
画
・
立
案
過
程 チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

メール配信のため登録者の性別は把握して
いない。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

　登録者約1,400人に対し、メールマガジンを月2回発行した。

★視点１　企画への参画

事　業　名 ホームページ、メールマガジン等による情報発信

担　当　課 男女共同参画課

基本目標

当初予算額計（千円） 0 0

指標名等 メールマガジン配信回数

事業の概要・目的

　県及び県内市町村が主催する男女共同参画や女性に対する暴力に関するイベント、協働事業等の情報をメールマ
ガジンに掲載、発行する。また、県内市町村が開催するイベント等を男女共同参画課ホームページに掲載する。

数値目標など
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重点的取組　（６）あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 171

１　事業の概要
Ⅲ 基本的な課題 7 施策の方向 ① 施策番号 1

決算額計(千円)

①増加を目指しま
す
②増加を目指しま
す

実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2

3 ○

No. チェック

4

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9

（2）改善点等

基本目標

当初予算額計（千円） 0

事　業　名 関係機関等が行う研修会等の取組に対する支援

担　当　課 男女共同参画課

0

事業の概要・目的

　男女共同参画について理解を深めるため、県職員・教職員に対する研修をはじめ、市町村や企業、各種団体などの
依頼により、県職員を講師として派遣する。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

数値目標など

指標名等

①社会全体で男女の地位が平等となっていると思う人の割合
（男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査）
②女性の権利に関する法制度の認知度（男女共同参画社会
の実現に向けての県民意識調査）

目標

　市町村や企業、教育庁などから、講師派遣の依頼を受け、当課職員を講師として派遣した。延べ5回、196名（男性148名、女性
48名）に対し、男女共同参画についての講義を実施した。

★視点１　企画への参画

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程 チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

性に起因する問題に配慮したか

★視点２　受益の公平性

＜改善した点＞
　男女共同参画に関連して、「女性の活躍推進」や「ワーク・ライフ・バランス」「働き方改革」など最近、話題になっていることを盛り
込むなど、受講者の実態と主催者の目的に合わせ、内容を変更した。

＜課題・今後改善すべき点＞
　従来の講座は、参加者数に関わらず講義伝達型の研修方法をとっていたが、受身型画一研修から能動的自立研修への転換
が求められる中、特に参加者が少数の場合は、ワークショップ型取り入れるなど、参加体験型研修への転換を図る必要がある。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか
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重点的取組　（６）あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 172

１　事業の概要
Ⅲ 基本的な課題 7 施策の方向 ① 施策番号 1

決算額計(千円)

①増加を目指しま
す
②増加を目指しま
す

実績 ―

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4 ○

5

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9

（2）改善点等

基本目標

当初予算額計（千円） 81

事　業　名 あらゆる人々への意識啓発の展開

担　当　課 男女共同参画課

75

事業の概要・目的

　男女共同参画計画及びDV基本計画を未策定等の市町村において、男女共同参画啓発及びDV防止パネルの貸し出
しを行い、住民意識の向上を図るとともに、市町村における男女共同参画施策の推進を支援する。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

数値目標など

指標名等

①社会全体で男女の地位が平等となっていると思う人の割合
（男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査）
②女性の権利に関する法制度の認知度（男女共同参画社会
の実現に向けての県民意識調査）

目標

　市町村へのパネルの貸出について、茂原市に２回、九十九里町に１回の貸出を行った。
　また、6月23日から29日の男女共同参画週間に合わせて、そごう千葉店でパネルの展示を行った。

★視点１　企画への参画

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程 チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

性に起因する問題に配慮したか

★視点２　受益の公平性

＜改善した点＞
　ＤＶ防止・被害者支援基本計画（第４次）についてのパネルを新たに作成するとともに、既存のパネルについても掲載情報を更
新し、内容の充実を図った。

＜課題・今後改善すべき点＞
　市町村へのパネルの貸出について、今後も利用を呼びかけていく必要がある。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか
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重点的取組　（６）あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 173

１　事業の概要
Ⅲ 基本的な課題 7 施策の方向 ① 施策番号 1

決算額計(千円)

①増加を目指しま
す
②増加を目指しま
す

実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ―

3 ―

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ―

（2）改善点等
＜課題・今後改善すべき点＞
　順天堂大学と共催した「ヒップホップを踊って楽しく体力づくり」では、幅広い年齢層の参加者に来場いただけたが、参加者の体
力差が見られたため、講座によっては企画・広報で対象を絞る必要がある。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等

①社会全体で男女の地位が平等となっていると思う人の割合
（男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査）
②女性の権利に関する法制度の認知度（男女共同参画社会
の実現に向けての県民意識調査）

目標

・大学等との連携
　順天堂大学と共催し、「ヒップホップを踊って楽しく体力づくり」として、体力づくりを目的としたダンス体験講座を実施した。
・地域団体等との連携
　千葉商工会議所と連携して、起業にまつわる体験談についての講演を実施した。

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 関係機関との連携による専門講座

担　当　課 男女共同参画課（男女共同参画センター）

基本目標

当初予算額計（千円） 施策コード169の予算に含む 施策コード169の予算に含む

事業の概要・目的

　男女共同参画社会の実現を目指し、県民意識の醸成や人材の養成を図るための各種講座のほか、大学
や地域団体等との連携により専門性・先進性の高い、社会経済情勢に対応した講座を開催する。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
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重点的取組　（６）あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 174

１　事業の概要
Ⅲ 基本的な課題 7 施策の方向 ① 施策番号 2

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ―

2 ○

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ―

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ―

（2）改善点等
＜課題・今後改善すべき点＞
　昨今、運動・活動の増加と、メディアへのアピールの顕在化が著しいＬＧＢＴＱ等『男性・女性に該当しない性別』の相談者への対
応や環境整備について考慮していく必要があると思われる。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

【女性のための総合相談】
　のべ6,621件の相談に応じた。
　（電話相談5,981件（うちDV相談731件）、面接相談272件（うちDV相談203件）、カウンセリング302件（うちDV相談173件）
　法律相談40件（うちDV相談35件）こころの相談26件（うちDV相談15件）)
【男性のための総合相談】
　のべ632件の相談に応じた。
（電話相談557件（うちDV相談73、カウンセリング75件（うちDV相談51件）)
【相談業務支援スーパービジョン】
 行政機関で同様の相談業務に従事する相談員等の資質向上を図るため、外部の専門家から助言・指導を受ける
スーパービジョンを開催した。
　講師：平川和子（東京フェミニストセラピィセンター所長）（月１回　年度計9回）

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 男女共同参画センターにおける相談事業の実施

担　当　課 男女共同参画課（男女共同参画センター）

基本目標

当初予算額計（千円） 19,762 18,709

事業の概要・目的

　一人ひとりがそれぞれ自立し、自分らしく生きていけるように、女性及び男性の総合相談窓口として、一般
相談及び専門相談を実施する。
　また、配偶者暴力相談支援センターとして、ＤＶ被害女性の相談・カウンセリングに応じる。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
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重点的取組　（６）あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 175

１　事業の概要
Ⅲ 基本的な課題 7 施策の方向 ① 施策番号 2

決算額計(千円)

－ 実績 －

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3 ○

No. チェック

4

5 ○

6 ○

No. チェック

7

8

9

（2）改善点等

基本目標

当初予算額計（千円）

事　業　名 男女共同参画苦情処理制度の活用

担　当　課 男女共同参画課

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

179 51

指標名等 －

事業の概要・目的

　男女共同参画社会基本法等の趣旨に則り、男女共同参画に関する県の施策について、県民等から苦情の申出が
あった場合、千葉県男女共同参画苦情処理委員が公正・中立な立場から調査を行い、適切かつ迅速に処理する。

数値目標など

目標

　各種会議、研修会等で周知した。平成29年度は、苦情の申し出１件があったが、調査を行わない案件として終結した。

★視点１　企画への参画

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献

★視点２　受益の公平性

企
画
・
立
案
過
程 チェック項目 説明

チェック項目 説明

チェック項目 説明

＜課題・今後改善すべき点＞
　平成29年度は１件苦情申出があったが、事業の内容について、今後も引き続き周知を図ることが必要である。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか
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重点的取組　（６）あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 176

１　事業の概要
Ⅲ 基本的な課題 7 施策の方向 ① 施策番号 3

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ○

（2）改善点等

基本目標

当初予算額計（千円） 646

事　業　名 千葉県男女共同参画推進連携会議の充実

担　当　課 男女共同参画課

869

事業の概要・目的

　県と連携しながら民間における男女共同参画の自主的な取組を推進することを目的に、産業・地域・教育分野におけ
る県域組織で構成された男女共同参画推進連携会議により、県と団体・団体相互の意見・情報交換や研修会、講演会
等を開催するとともに、団体及び参加団体へ幅広く働きかけを行う。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

数値目標など

指標名等 -

目標

　女性の活躍支援策やワーク・ライフ・バランスの普及促進等について協議を行うため、新たに「女性活躍推進特別部会」を設置
し、全体会･女性活躍推進特別部会合同シンポジウム及び産業、地域、教育の各部会を、計7回開催した。
　延べ参加団体数は70団体、参加者数は457名であった。参加者の満足度は非常に高く、事後アンケートでは、93.9％の参加者
が「非常に役に立った」「役に立った」と回答した。

★視点１　企画への参画

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程 チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

性に起因する問題に配慮したか

★視点２　受益の公平性

＜改善した点＞
　本県における女性の活躍を効果的かつ円滑に推進するため、構成団体の有用な取り組みについて情報共有するとともに、女性
の活躍支援策やワーク・ライフ・バランスの普及促進等について協議を行うため、女性活躍推進特別部会を設置した。また、全体
会・女性活躍推進特別部会の合同で、「女性の活躍応援」をテーマに、一般県民も参加できるシンポジウムを開催し、働く場にお
ける女性活躍推進などについて、講演とパネルディスカッションを実施した。

＜課題・今後改善すべき点＞
　「女性活躍推進シンポジウム」は、女性の視点からの内容であったので、男性の視点から「男性の仕事と子育ての両立支援」な
どについても考えていく必要がある。また、より多くの県民に参加してもらえるように、開催日時や広報の方法を工夫していく必要
がある。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか
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重点的取組　（６）あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 177

１　事業の概要
Ⅲ 基本的な課題 7 施策の方向 ① 施策番号 3

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ―

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ―

8 ―

9 ―

（2）改善点等
＜改善した点＞
　より多くの人と多様な意見交換ができるように、意見交換の方法にワールドカフェ形式を取り入れた。

＜課題・今後改善すべき点＞
　さらに多くの県民と多様な意見交換ができるよう、十分な時間を確保する必要があると思われる。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

男女共同参画センターフェスティバル2017＆ネットワーク会議
　実施日：平成29年8月6日（日）
　フェスティバルと同時開催とし、本日のフェスティバルで感じたこと・良かったことについてグループワークで意見交換を行い、民
間団体と県民の交流を図った。（59名参加）

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 千葉県男女共同参画社会づくりネットワーク会議の充実

担　当　課 男女共同参画課（男女共同参画センター）

基本目標

当初予算額計（千円） 施策コード168の予算に含む 施策コード168の予算に含む

事業の概要・目的

　県内の男女共同参画社会を目指す各団体組織力を高め、異分野で活動する団体が、協力し合いながら、
男女共同参画社会づくりに関わる団体間のネットワークを構築する。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
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